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新春特集　年男・年女インタビュー

　昨年は社会人３年目となり、通勤や仕事にもだいぶ

慣れてきました。しかし、新型コロナウイルス感染症

の影響により、私生活では思うように出掛けることも

できず、何もしないで１年を終えたくなかったので、

新しい趣味を見つけようと以前から気になっていた

キャンプに手を出してみました。

　令和４年はコロナ禍が落ち着いたら、昨年購入した

車でいろいろな所へ旅に出掛けたいです。コロナ禍で

流行っている車中泊に便乗し、自分の車もＤＩＹして

快適に車の中で寝れるよう今作成している途中です。

日本１周まではいかなくても、東北地方や関東地方あ

たりは制覇してみたいです。熊
くま
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平成 10年生まれ　新町

　昨年は、一昨年の終盤に自宅で転倒して怪我をした

ため、リハビリ生活からスタートしました。その甲斐

あって今は大きな後遺症もなく、医師の人も驚いてい

ました。体が回復してからは、秋に子どもたちと一緒

に宮城県の松島に旅行にいったことやそこできれいな

夕日が見れたことがとても印象に残っています。

　新年も、子どもたちの世話になりながら元気に過ご

して良い１年にしたいです。また、私の住んでいる荒

木集落は人の少ない集落でもあるため、周りの力をお

借りしながら、１日でも長く、ここで生活していけた

らと思っています。
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昭和 13年生まれ　荒木

　昨年は、仕事においても普段の生活においても、一

昨年から続く新型コロナウイルス感染症の影響が大き

い１年だったと思います。自宅で過ごすインドアな生

活が続き、今までしてこなかった読書をする機会も増

えました。

　今後も新型コロナウイルスと共存していく生活が必

要となってきますが、新年は趣味のゴルフや釣り、ス

キーなどを楽しんでいけたらいいなと思っています。

また、娘が小学１年生になるので、娘と一緒に趣味を

楽しめるような素敵な１年にしたいです。
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昭和 49年生まれ　宝川

　昨年を振り返ってみると忘れられない１年だったな

と思います。１月下旬から夫が半月ほど入院し、雪か

きに苦労しました。日に３回も雪かきした日もあり、

しんしんと降る雪空をただ見上げていたことが思い出

されます。コロナ禍でありましたが、夫も無事に退院

でき、多くの皆さんから励ましの言葉を掛けていただ

いたことに感謝の気持ちでいっぱいです。

　新年の干支「寅」（虎）は千里行って千里帰るとい

いますが、生業の野菜作りを無理せずにスローライフ

を心掛け、楽しく続けていきたいと思っています。ま

た、好きな色の花だけを集めた花壇なども作ってみた

いです。そしてなにより、新型コロナウイルス感染症

が早く終息することを願っています。
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昭和 25年生まれ　松尾

広栄さん　運送業と米作りの仕事に転身して昨年で９

年目を迎えましたがまだまだだと感じています。引き

続き精進するとともに、家族と仕事を大事にしながら、

新しい年ではさらにスキルを磨きたいと思います。ま

さに「猛虎」のようにバリバリ頑張りたいです！

舞さん　昨年はコロナ禍が続く中で、子どもたちとど

う楽しく過ごすか考えさせられた１年でした。新年は

引き続き現状維持の気持ちで良い１年にしたいです。

裕也さん　この１年はとにかく感染症対策に努め、マ

スク着用や手洗いうがいを徹底して過ごしてきまし

た。新年を迎えましたが継続して対策に努めたいと思

います。「寅年」ということで、何か新しいことにも

トライしていきたいです。
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